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外来化学療法室のご紹介☆彡

外来化学療法室は、ベッド６床・リクライニングチェ
アー２床の計８床あります。治療室には窓があり、外
からの日の光が入り明るく広い空間です。
がん化学療法は、吐き気や気分不良など身体症状を伴
うことがあります。このような副作用症状をいち早く
確認し早期対応できるようワンフロアとなっています。
パーテーションも設置しておりプライバシーにも配慮
しています。
治療の副作用により、脱毛や皮膚障害など外見の変化
で心理的負担がかかることがあります。患者さんと一
緒に、予防やケア等を一緒に考え、患者さん・ご家族
が安全に安心して、より快適に治療が受けられること
を目指しています。
副作用やケアについて紹介するコーナーもあります。
どなたでもご覧になれますので、見学にいらしてくだ
さい。お待ちしております♪
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皮膜剤・剥離剤使ってますか？
皮膚皮膜剤は、 粘着剥離剤は、

文責：皮膚・排泄ケア認定看護師 下須詩帆

皮膚に塗布、散布することで皮膚に薄い膜を作り、
テープの粘着剤や排泄物から皮膚を守る働きがあります。
また、テープやフィルム剤などによる剥離刺激も軽減し、
スキンテアや発赤などの皮膚トラブルを予防します。
傷のある部位には使用できません。

乾燥するまで30秒待ってからテープ等を貼付してください。

テープと皮膚の間に滴下することで、
粘着剤や皮膚保護剤を容易に剥離する
事ができます。
機械的刺激を軽減できるため皮膚への
負担が少なく済みます。

合わせて使用することで、
より効果的に皮膚障害を
予防する事ができるので、
積極的に使用してください
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